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１．はじめに 

 本研究は，われわれが先行研究で開発した野外調

査支援ソフトウェア『聞き書きマップ』 (原田ほか 

2011, 原田 2017) を，新たにオープンソース GIS で

ある QGIS のプラグインとして実装し，あわせて，

現在試作機を開発中の一体型専用端末 (原田ほか 

2017) により記録したデータを『聞き書きマップ』

で扱える形式に自動変換するソフトウェアを作成す

ることによって，従来よりも格段に多くのユーザに，

将来も安定的に『聞き書きマップ』を届けられるよ

うにすることをめざすものである． 

 

２．克服すべき課題 

 現在の『聞き書きマップ』は，米国 ESRI 社の

ArcGIS Explorer Desktop を GIS エンジンとし，その

アドインとして開発されたものである．しかし，こ

の ArcGIS Explorer Desktop はすでに 2017 年 9 月に

サポートが終了しているため，今後持続的に使用で

きる保証がない．この問題を克服するためには，『聞

き書きマップ』の GIS エンジンを，特定の営利企業

が提供するソフトウェアや開発環境に依存しないも

のに変更することが必要である． 

 また，『聞き書きマップ』は，当初，安価な市販の

GPS ロガー・IC レコーダー・デジタルカメラの組み

合わせによる運用を基本としていたため，相互の情

報の時刻同期の手順が煩雑であった．加えて，多数

の機器の充電やデータ消去などに手間や時間がかか

ること，外国製の機器の品質管理が不十分であるこ

となども，普及の障害となっていた (原田 2018) ． 

 これらの問題を克服するためには，従来のような

個別機材の組み合わせによる運用を改め，スマート

フォンや，上記の一体型専用端末などを用いて，写

真・音声・GPS ログのすべてを１台の持ち歩き端末

で記録できるようにすることが必要である．あわせ

て，これらの情報の時刻同期を自動化し，初心者で

も容易かつ確実に扱えるようにすることも重要であ
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る． 

 

３．手法の概略 

 以上の問題点を克服するため，本研究では，以下

の２件の開発を実施した． 

3-1．『聞き書きマップ』の QGIS 対応化 

 現行の『聞き書きマップ』の GIS エンジンを，オ

ープンソースの GIS ソフトウェアである「QGIS」 

(QGIS Development Team, 2009) に変更し，そのプラ

グインとして稼働するように全面改訂する． 

3-2．『聞き書きマップ』とデータ取得用端末装置と

の連携ソフトウェアの開発 

 従来の『聞き書きマップ』ではデータの取得を①

GPS 受信機，②IC レコーダー，③デジタルカメラと

いう３つの機器の組み合わせで行っていたが，これ

を改め，スマートフォンや，一体型の専用端末（試

作機を開発中）を用いて，初心者や年少者でも無理

なくデータを取り込めるようにする，専用の連携ソ

フトウェアを開発する． 

 

４．『聞き書きマップ』の基本機能の QGISプラグ

イン化 

 QGIS（v.3.10）の組み込み開発言語である PyQGIS

により，従来の ArcGIS Explorer ベースの『聞き書き

マップ』と同等の機能の基本部分を，QGIS のプラグ

インとして開発した．具体的には，以下の実装を行

った． 

①PyQGIS から Qt ならびに Qt Widgets などの GUI

モジュールを呼び出すことにより，ArcGIS 

Explorer 版とほぼ同等の直観的で使いやすいユー

ザインターフェイスを構築した． 

②『聞き書きマップ』の主要機能である音声と写真・

GPS ログとの同期を実現するために，クロスプラ

ットフォームのマルチメディア処理APIであるQt 

Multimedia を用いた． 

③スマートフォン版『聞き書きマップ』に既に実装

されていた，音声データの録音開始時刻・終了時

刻などの基本情報を記録した「KGMindex.txt」と

いうテキストファイルを読み込むことにより，こ

れまで煩瑣であった音声データの時刻合わせを自

動化した． 

④QGIS のプラグイン作成支援ユーティリティであ

る Plugin Builder を利用し，このテンプレートを拡

張する形で，PyQGIS により開発したプログラム

をプラグインとして登録できるようにした． 

 以上の開発により実装した QGIS プラグイン版

『聞き書きマップ』の操作画面を，図 1 に示す． 

 

 

図 1 QGIS プラグイン版の操作画面 

 

５．専用端末装置との連携ソフトウェアの開発 

 Python 言語の開発環境「Jupyter Notebook」により，

現在試作機を開発中の一体型の専用端末からのデー

タの取り込みと，必要な変換を行うソフトウェアを

作成した．具体的には，以下の実装をおこなった． 

①専用端末試作機で記録した NMEA 形式の GPS ロ

グデータを『聞き書きマップ』で読み込み可能な

GPX 形式に変換する処理を，Python 言語により実

装した． 

②Python 言語からオープンソースのソフトウェア・

ツールである「ExitTool」 (Harvey 2021) を呼び出

すことにより，一体型端末試作機で記録した写真

画像のデータに，QGIS 版『聞き書きマップ』で使

用するために必要な，撮影日時および撮影画像の

回転角度の情報を，連携ソフトウェアの側から追

加記録できるようにした． 
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 専用端末試作機で撮影した写真をこのソフトウェ

アで処理する前後の写真画像と，それぞれの Exif

情報を Exif Quick Viewer (Software Factory 2012) で

表示した画面を，図 2 に示す． 

 

 
図 2 ExifTool による写真画像の処理 

 

③前述の「KGMindex.txt」ファイルは，当初は一体

型端末の側で作成することを想定していたが，今

回の連携ソフトウェアの開発の過程で，このファ

イルの作成自体も，連携ソフトウェアによるデー

タ変換処理の一環として実施できることが明らか

になった．今後，この処理を連携ソフトウェアに

実装すれば，一体型端末のファームウェアなどを

改変することなく，写真・音声・GPS ログデータ

の自動同期を実現できると考えられる． 

 

６．得られた成果と波及効果 

 以上の開発により，従来は Visual C#言語で実装さ

れていた『聞き書きマップ』の基本機能を Python 言

語に移植するとともに，QGIS 上で動作するプラグ

インとして実装することができた．これにより，『聞

き書きマップ』の GIS エンジンを，メーカーによる

サポート打切りのおそれのないオープンソースのソ

フトウェアに切り替えることができるとともに，近

い将来，このプログラムを QGIS のプラグインとし

て公式登録すれば，QGIS の一般ユーザが容易に

QGIS 版『聞き書きマップ』をダウンロード・インス

トールして使用できる見通しが得られた． 

 また，専用端末装置との連携ソフトウェアを新規

開発したことにより，ユーザの手を煩わせることな

く画像データ・GPS データの変換を実施するととも

に，音声・写真・GPS ログの同期も自動化すること

が可能になった．これにより，一体型端末試作機の

側で行う情報処理を大きく軽減することができ，消

費電力や製造コストを最小限に抑えたハードウェア

でも，必要な機能を実装することが可能であるとの

見通しが得られた． 

 本研究の計画段階では想定していなかった波及効

果としては，QGIS 版『聞き書きマップ』が，Windows

系のパソコンばかりでなく，Macintosh でも稼働する

見通しが得られたことが挙げられる．これは，今回

の開発のための GIS エンジンとした QGIS が，もと

もとマルチプラットフォームで稼働するオープンソ

ースのソフトウェアであったことにもよるが，これ

に加えて，今回の開発で，『聞き書きマップ』特有の

機能である音声データの処理に関しても，マルチプ

ラットフォームのAPIであるQtMultimediaによる実

装を行ったことで実現したものである（図 3）． 

 

 

図 3 Macintosh 版 QGIS での稼働状況 
 

 これにより，これまで Windows 専用であったパソ

コン版『聞き書きマップ』が，Macintosh などの機種

上でも稼働可能になり，当初の想定を超えた，『聞き

書きマップ』のマルチプラットフォーム化への道が

a) 処理前（Exif情報なし）

b) 処理後（Exifに撮影日時・180°回転を記録）
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開けたと言うことができる． 

 本研究と並行して，先行研究で開発した iPhone 版

『聞き書きマップ』の機能強化を実施し，iPhone 版

『聞き書きマップ』で記録した音声・写真・GPS ロ

グのデータを一括して ZIP ファイル化し，iPhone か

ら OneDrive などのデータ共有サイトに直接アップ

ロードできるようにした．これにより，従来は iTunes

などのアプリを介してデータを送受していた iPhone

版と PC 版との連携が格段に容易になり，かつ，イ

ンターネットを介してオンライン環境で行うことも

可能になった．この方法で iPhone 版からアップロー

ドした ZIP ファイルを，OneDrive からダウンロード

して解凍し，今回開発した QGIS 版『聞き書きマッ

プ』に正常に取り込めることも確認ずみである．こ

れが実現したことで，昨年来の「コロナ禍」で急速

に拡大した「オンライン授業」の場面でも，受講生

がスマートフォン版『聞き書きマップ』で採取した

データを，今回開発した QGIS 版『聞き書きマップ』

にオンラインストレージ経由で取り込み，これを用

いてオンラインでのプレゼンテーションを実施でき

る可能性も開けた． 

 

７．研究の意義と今後の展望 

 本研究により，これまで ArcView Explorer を GIS

エンジンとしていたパソコン版『聞き書きマップ』

を，最新のオープンソース GIS である QGIS のプラ

グイン版へと「変身」させることができた．現行の

ArcView Explorer 版『聞き書きマップ』が，今後の

Windows OS のバージョンアップなどに伴って使用

不能になる恐れも大きかったことから，今回の研究

開発は，この状況の抜本的打開が実現できた点で，

きわめて大きな意義を持つと考えられる． 

 また，当初は想定していなかった波及効果として，

パソコン版『聞き書きマップ』のマルチプラットフ

ォーム化への見通しが得られたことも，大きな意義

を持つと思われる．これにより，パソコン版『聞き

書きマップ』を，Macintosh ユーザを含むさらに幅広

い人々のもとに届けることが可能になるからである． 

 今後は，本研究で得られた成果・波及効果を踏ま

え，QGIS 版『聞き書きマップ』を大学などでのオン

ライン授業を含む多様な現場に試験導入し，評価と

改良のサイクルを回して，持続可能な現場支援ツー

ルを実践の場に届けることをめざしたい． 
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